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第
２
９
回
高
台
自
治
会
総
会
が
、
４
月
１
２
日

さ
く
ら
会
館
で
開
か
れ
、
会
長
・
常
任
委
員
・

ブ
ロ
ッ
ク
委
員
な
ど
の
人
事
、
２
５
年
度
の
実

績
、
２
６
年
度
の
予
算
や
事
業
な
ど
が
承
認
決

議
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
の
出
席
者
は
６
５
人
、

委
任
状
提
出
者
は
２
１
６
人
、計
２
８
１
名
で
、

自
治
会
々
員
３
２
９
人
の
８
５
％
で
総
会
成
立

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
１
号
議
案
か
ら
５
号
議
案
が
順
に
審
議
さ
れ
、

１
号
議
案
の
平
成
２
５
年
度
の
環
境
・
防
犯
防

災
・
美
化
衛
生
・
福
祉
・
ス
ポ
レ
ク
・
広
報
・

集
会
所
な
ど
の
各
事
業
実
績
が
報
告
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
（
な
お
資
料
に
購
入
備
品
と
し
て

あ
げ
た
電
子
レ
ン
ジ
と
炊
飯
器
は
、
た
か
む
ろ

会
購
入
品
と
訂
正
し
ま
す
）。

▼
２
号
議
案
で
は
、
事
業
収
支
報
告
と
監
査
報

告
が
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
３
号
議
案
で
は
、ブ
ロ
ッ
ク
委
員
２
２
名（
今

年
度
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
が
増
え
て
２
２
ブ
ロ
ッ
ク

体
制
）、
常
任
委
員
７
名
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
常
任
委
員
で
会
長
選
出
に
入
り
、
互
選

で
３
Ｂ
の
桒
原
千
秋
さ
ん
が
会
長
候
補
と
な
り
、

そ
の
後
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
４
号
議
案
で
は
、
各
部
会
の
新
年
度
の
事
業

が
説
明
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
年
度

は
隔
年
実
施
の
「
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
の
年

で
、
ス
ポ
レ
ク
部
会
を
中
心
に
皆
ん
な
が
楽
し

め
る
計
画
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
５
号
議
案
で
は
、
総
額
２
５
４
万
円
余
り
の

２
６
年
度
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
養
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
の
皆
さ

ん
に
下
始
末
用
と
し
て
贈
る
「
古
着
（
綿

シ
ャ
ツ
）」「
古
綿
シ
ー
ツ
」「
タ
オ
ル
地
シ

ー
ツ
」
を
探
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
民
生

委
員
福
祉
部
会
が
主
催
す
る
も
の
で
、
あ

り
ま
し
た
ら
さ
く
ら
会
館
前
の

段
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
く
だ
さ
い

（
回
収
や
裁
断
な
ど
は
当
方
で

し
ま
す
）。

●

質
疑
要
望
で
は
、「
敬
老
昼
食
懇
談
会
の
出
席

者
が
対
象
者
２
８
０
人
中
８
８
名
で
は
少
な
い

（
→
参
加
者
増
加
の
努
力
を
し
て
い
く
）」「
集

会
所
保
全
改
修
積
立
金
が
不
足
し
て
い
る
の
で

は
（
→
今
後
検
討
す
る
）」「
西
山
田
開
発
と
下

水
処
理
所
跡
整
備
と
は
別
物
で
は
な
い
か
（
→

そ
の
方
針
で
や
っ
て
い
る
）」「
５
号
公
園
下
グ

ラ
ウ
ン
ド
活
用
の
整
備
は
し
な
い
の
か
（
→
一

応
完
成
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
）」な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

●

ま
た
委
任
状
の
中
の
意
見
欄
に
は
「
回
覧
版

が
回
っ
て
く
る
が
、
期
日
が
過
ぎ
て
い
る
も
の

が
あ
る
」（
→
大
切
な
も
の
は
高
台
ニ
ュ
ー
ス
に

載
せ
て
お
り
、
回
覧
板
は
あ
く
ま
で
も
参
考
用

で
す
）、「
ゴ
ミ
の
収
集
ス
テ-

シ
ョ
ン
に
犬
の
糞

が
あ
る
」（
→
注
意
喚
起
し
ま
す
）、「
バ
ス
通
り

の
街
路
樹
の
根
が
盛
り
上
が
っ
て
歩
き
に
く
い
」

（
→
調
査
し
市
に
申
し
入
れ
る
）
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

●

総
会
の
議
案
書
や
総
会
議
事
録
、
関
連
資
料

な
ど
は
、
高
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
総
会
の
た
め
の
準
備
や
当
日
の
運

営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
資
源
ご
み
回
収
』
は
、
毎
第
３
水
曜
日

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
資
源
ご
み
売

却
額
は
昨
年
度
２
７
万
円
余
り
と
、
自
治

会
の
大
き
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す

（
売
却
額
と
奨
励
金
を
入
れ
た
総
額
は
５

５
万
円
余
り
、
子
ど
も
会
と
折
半
）。

資
源
ご
み
と
し
て
お
出
し
い
た
だ
く
も
の
は
、

①
新
聞
・
段
ボ
ー
ル
・
雑
誌
な
ど

②
牛
乳
パ
ッ
ク
（
洗
っ
て
く
だ
さ
い
）↗

４
月
２
３
日
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
先
の
総

会
で
決
ま
っ
た
桒
原
会
長
以
外
の
四
役（
５
人
）

と
部
会
リ
ー
ダ
ー
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
長

（
代
表
・
総
括
）
桒
原
千
秋
（
３
Ｂ
）

副
会
長
（
補
佐
・
総
括
）
三
原
重
徳
（
１
４
Ｂ
）

会
計

（
出
納
・
予
実
）
大
崎
清
司
（
１
５
Ｂ
）

庶
務

（
事
務
・
作
成
）
中
西
弘
治
（
７
Ｂ
）

庶
務

（
事
務
・
作
成
）
井

章
生

（
９
Ｂ
）

③
古
着
（
布
団
類
や
ぬ
い
ぐ
る
み
等
は
不
可
）

④
ア
ル
ミ
缶
（
ス
チ
ー
ル
缶
不
可
、
ま
と
め
て

袋
に
）で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◉

２
号
公
園
（
金
が
原
中
バ
ス
停
前
）
に

は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
て
い
て
、

毎
年
春
に
は
満
開
の
花
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
今
回
さ
ら
に
３
本
の
枝
垂
れ
山

桜
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
→

監
事

（
会
計
監
査
）  

後
藤
国
彦
（
７
Ｂ
）

<

部
会
リ
ー
ダ
ー>

防
犯
防
災

井
章
生
（
９
Ｂ
）、
福
祉

三
原
重
徳

（
１
４
Ｂ
）、ス
ポ
レ
ク  

小
島
康
弘（
１
７
Ｂ
）、

広
報

後
藤
国
彦
（
７
Ｂ
）（
美
化
衛
生
リ
ー
ダ

ー
未
定
）

外
部
団
体
役
員
（
社
体
振
、
生
涯
学
習
、
少
年

補
導
、
防
犯
、
民
生
委
員
等
）
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
担
当
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
長
就
任
ご
挨
拶

     

桒
原
千
秋

２
６
年
度
も
引
き
続
き
会
長
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
５
年
を
一
区
切
り
と
し
て
引
退
の
つ
も

り
で
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
引
き
続
き
も
う
１

年
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
自
治
会
は
、
住
民
の
高
齢
化
や
役
員
の
成
り
手

不
足
な
ど
危
機
的
情
況
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
解
決
に
は
皆
様
、
特
に
若
い
皆
さ
ん
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
少
し
で
も
こ
の
情
況
を

解
決
す
る
た
め
皆
さ
ん
の
都
合
の
つ
く
範
囲
で
自

治
会
活
動
を
お
手
伝
い
い
た
だ
く
「
自
治
会
サ
ポ

ー
タ
ー
制
度
」
を
、
昨
年
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
あ

り
が
た
い
こ
と
に
既
に
４
９
人
の
方
か
ら
ご
協
力

の
申
し
出
を
い
た
だ
い
て
い
て
心
強
い
限
り
で
す
。

役
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
今
後
と
も
、
絶
大
の
ご
支

援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◉

高
台
５
号
公
園
は
、
み
ど
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ん
の
整
備
で
四
季
折
々
の
草
花
が
咲
き

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
秋
に
植
え
た
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
が
満
開
で
す
。
一
度
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
（
写
真
上
）。

「
高
台
安
心
見
守
り
隊
」
の
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
は
、
毎
月
第
４
月
曜
日
に
、
さ
く
ら
会
館

で
定
期
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
漫

才
の
ビ
デ
オ
や
、
渥
美
清

や
森
繁
久
弥
の
映
画
を
楽

し
み
ま
し
た
。
観
賞
の
あ

と
は
、
喫
茶
し
な
が
ら
、

大
い
に
会
話
を
楽
し
み
ま

し
た
。

予
約
不
要
で
誰
で
も
参
加
い
た
だ
け
無
料
で
す
。

た
く
さ
ん
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
会
館
４
月
度
清
掃
が
行
わ
れ
、
２
１
Ｂ
と

１
Ｂ
の
１
４
名
の
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
次
回
は
５
月
１
０
日
（
土

総
会

の
日
）
で
、
２
―
１
Ｂ
と
２
―
２
Ｂ
が
担
当
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
３
月
の
さ

く
ら
会
館
の
部
屋
利
用
は
１
９
回
で
し
た
。

【
転
居
入
会
】

１
８
Ｂ  

４
・
２
・
４

八
百
眞
吾

さ
ん

【
ご
逝
去
退
会
】

１
７
Ｂ

３
・
１
４
・
７

西
河
千
恵
子
さ
ん

                     

（
享
年
８
８
歳
）
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手をつなごう

高台自治会で

総会風景 と 質疑

古綿
シャツ

「高台さくら祭り」「バザー、フリマ」が４月
６日 ３号公園で開催されました。例年より早
く満開になったソメイヨシノは、少し落花が
始まり、また当日は時々小雨のあいにくの天

候でしたが、それでも今年も巡ってきた春を
楽しみました。
桜の下のテントでは、振舞い酒に参加した約
５０人が大いに盛り上がりました。また子供
会のテントでは、今年の新入学児童のお祝い
会があり、約４０人が参加して楽しみました。

そのあと、参加者全員で児童の紹介や「クイ
ズ～高台の皆さんに聞いてみよう～」などで、
自治会と子供会の交流がありました。
またさくら会館で、皆さんから提供いただい

た日用品・食器・衣料などを売るバザーが開
かれ、１００人以上の皆さんが来場して大い
に盛り上がりました。売上３３,７３０円は全
額自治会の収入とさせていただきました。品
物を提供いただいた皆さん、お手伝いいただ
いた皆さん、ありがとうございました。また

併設で行われた
フリーマーケッ
トの売り上げは
８万円で、売上
の１０％が自治
会の収入となり

ました。 ３号公園でのさくら祭り

上；桜の植樹  下；５号
公園のチューリップ

◆
２
６
年
度
上
期
の
自
治
会
会
費
１
８
０
０
円

を
、
４
月
末
ま
で
に
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
が
集
金
に
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

高台のサークルをご紹介します。それぞれ活発に活動され、皆さん大いに楽
しんでおられます。参加を希望される方は、代表者にお申し出ください。

上
か
ら
桒
原
、

三
原
、
大
崎
、

中
西
、
井
役
員


